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重点施策 

１ 津波被災地域の復興に向けた土地利用プロジェクト 

 

❏ 沿岸域復興の全体方針 

○ 市民の安全・安心の確保を第一に、住環境・コミュニティの維持向上が図られる地

域の再生・整備に取り組みます。 

○ 各地域の実情に応じた防災対策を講じ、減災の考え方を基盤とした災害に強いまち

づくりに取り組みます。 

○ 震災前にも増して活力に満ちた産業・交流の場としてのまちの創造に取り組みます。

○ 海と共生し、美しく快適な環境が人を惹きつける魅力ある沿岸域の形成に取り組み

ます。 

 

土地利用方針

末続 防災集団移転（一部区域は現位置復興）

金ケ沢 防災集団移転

久之浜市街地 土地区画整理事業/防災集団移転（国道より海側）

田之網 防災集団移転（一部区域は現位置復興）

四倉 四倉 現位置復興

沼ノ内 現位置復興

薄磯 土地区画整理事業/防災集団移転

豊間 土地区画整理事業/防災集団移転

走出 防災集団移転

江名港 現位置復興

折戸・中之作 防災集団移転（折戸の一部）、現位置復興

永崎 現位置復興

下神白 現位置復興

小浜 土地区画整理事業/防災集団移転

岩間 土地区画整理事業/防災集団移転

錦町須賀 防災集団移転（一部区域は現位置復興）

勿来

地区

久之浜

平

小名浜
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２ 災害公営住宅の整備等プロジェクト 

 

❏ 災害公営住宅の整備等に向けた全体方針 
○ 東日本大震災により住宅を失い、自力で再建できない方に対して、安心して生活でき

る住宅を確保するため、災害公営住宅の整備に向けて取り組みます。 
○ 一時提供住宅入居者に対する住宅再建に向けた助言等の支援に取り組みます。 

 
 

【イメージ図】 
 
 
 
・雇用促進住宅 
・民間借上げアパート 
・仮設住宅 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 

一時提供住宅 

災害公営住宅 

集合住宅型
戸建型 

住宅再建の支援 

住宅再建に 

向けた 

助言等の支援 
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３ 心のケアプロジェクト 

  
❏ 心のケアに向けた全体方針 

○ 震災に伴う心の傷を負った被災者の早期発見、対応を図ります。 
○ 専門機関と連携し、被災者の状況に応じた支援体制を整えます。 
○ 勇気、元気、活力の回復に繋がる取組みを実施し、心の傷を癒します。 
○ 関係団体と連携を図るとともに、役割分担しながら適切に対応します。 

 

専門機関

○文化・芸術活動
　・市立美術館
　・アリオス　　など

○安心して遊べる場所の提供
　・公立保育所の一般開放
　・公立小学校体育館の一般開放
　・子どもに対する屋外活動機会の
　　提供

○市民活動
　・市民活動団体や自治会等の活動
　　の支援

○復興に係る大規模イベント
　・復興祭への支援（平成23年度）
　・みなとオアシスSea級グルメ大会
　　の開催（平成24年度）

○一時提供住宅入居者への訪問、
　見守り活動等
　・高齢者、障がい者をはじめ
　　とした全入居者

○災害時要援護者等への訪問、
　見守り活動等
　・災害時要援護者
　・高齢者のみ世帯　など

個別訪問によるケア

○小中学校
　・スクールカウンセラー
　・心の教室相談員
　・心の教室カウンセラーの配置

○保育所
　・保育士による保育所巡回

○乳幼児健診時
　・乳幼児健診時に問診票を
　　用いた調査

施設等におけるケア

○こころの健康相談
○自殺対策の強化
　・面接相談
　・心のケア講座　など

勇気・元気・活力
の回復

相談窓口等

医療機関

社会福祉関係機関

地区保健福祉センター

被災者

訪問・見守り
活動

心のケア

問題の
早期発見

◇専門機関へ繋げる

◇相談

○他政策との
　連携

◇連携
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４ 原子力災害対策プロジェクト 

  
❏ 原子力災害対策に向けた全体方針 

○ 放射能に対する市民の不安を解消するため、モニタリングの充実・強化を図り、放射

線量を低減させる除染を推進するとともに、市民の健康管理の取組みを推進します。

○ また、一刻も早い原発事故の収束や、確実な安全対策に向けた取組みを強化し、全て

の市民が安全で安心に暮らすことができる社会を目指します。 
○ 風評を払拭するため、市独自の農作物・商品等の検査体制を整備・強化するとともに、

様々な事業・機会を活用して広報・ＰＲ事業を展開し、情報発信を実施します。 
○ 原発事故発生以来、本市の市民や事業者は、不安を抱えながら生活や事業活動をせざ

るを得ない状況にあり、その精神的な苦痛や営業損害などは計り知れないものがある

ことから、適正で迅速な損害賠償の実施に向けた取組みを展開します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜原子力災害対策の全体像＞ 

 

モニタリング・除染の推進

市内の放射線量の測定

安全対策の強化

除染実施体制の整備

生活環境や農地等の除染

公共施設の除染

飲料水や食品等の測定

被ばく線量の測定

健康調査の実施

事故収束と安全対策強化

原子力防災計画の策定

健康管理の推進

出荷品等の検査

広報宣伝・ＰＲ事業展開

確実な損害賠償

適正な賠償の促進

迅速な賠償の支援

（定点観測や市内の生活環境の詳細測定等）

風評の払拭

（アドバイザーのもと産学官民の一体的な推進体制を整備）

（被ばく線量が高い地域などから除染を実施）

（子どもが利用する施設などから除染を実施）

（飲料水や食品等の放射能を測定）

（農作物や加工品、工業製品等の検査体制の整備）

（安全対策等に係る情報収集や国等への働きかけ）

（避難計画など原子力防災対策の策定）

（各種広報活動やイベント等を活用した取組みの実施）

（適正な賠償に係る情報収集や国等への働きかけ）

（支援・相談窓口常設に向けた取組みや説明会等の実施）

（積算線量の測定や分析）

（県民健康調査と連携した市独自の検査・調査の実施）

原
子
力
災
害
の
克
服

市
民
の
不
安
の
解
消

広報・広聴の
充実

講演会や取組み
状況の情報発信

各種相談等実施
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